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話題
選択

精査と解釈

話
す
こ
と

聞
く
こ
と

話
し
合
う
こ
と

集団としての
考えの形成

内容の検討、考えの整理 構成・表現形式の検討

テーマ
の設定

国語科における学習活動の要素（イメージ案）
平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ０ 日
教 育 課 程 部 会
国語ワーキンググループ

参考資料２

他者の聞
くことへ
の評価、
他者から
の評価

進行の計画

情報収集
＊読むこと、聞くことで育成した力を活用

内容の整理
（必要に応じた質問）

構造と内容の把握

記録、記録の整理

話題
選択

関連する情報の収集
＊読むこと、聞くことで
育成した力を活用

※必ずしも一方通行、順序性のある流れではない。

○言葉の働き、役割に関する理解
○言葉の特徴やきまりに関する
理解と使い分け

○言葉の使い方に関する理解と
使い分け

○伝統的な言語文化に関する理解
○情報活用に関する知識・技能

話すこと、聞くことの往還

表現
（工夫、即応）

他者の話すこと
への評価、

他者からの評価

【創造的思考（とそれを支える論理的思考）の側面】
➢情報を多角的に精査し、構造化する力
➢構成・表現形式を評価する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、
感情や想像を言葉にする力

➢構成・表現形式を評価する力
【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
➢構成・表現形式を評価する力

考えの形成

考えの形成、深化

➢情報を編集・操作する力
➢新しい情報を、既に持って
いる知識や経験・感情に
統合し構造化する力

➢新しい問いを立てるなど、
既に持っている考えの構造
を転換する力
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考えの形成
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）
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※必ずしも一方通行、順序性のある流れではない。

選書
（本以外も含む）

精査と解釈構造と内容の把握

情報収集
＊読むこと、聞くことで育成した力を活用

他者の読
むことへ
の評価、
他者から
の評価

他者の書くこと
への評価、

他者からの評価
内容の検討、考えの整理 構成・表現形式の検討

考えの形成、深化

○言葉の働き、役割に関する理解
○言葉の特徴やきまりに関する
理解と使い分け

○言葉の使い方に関する理解と
使い分け

○書写に関する知識・技能
○伝統的な言語文化に関する理解
○文章の種類に関する理解
○情報活用に関する知識・技能

【創造的思考（とそれを支える論理的思考）の側面】
➢情報を多角的に精査し、構造化する力
➢構成・表現形式を評価する力

【感性・情緒の側面】
➢言葉によって感じたり想像したりする力、
感情や想像を言葉にする力

➢構成・表現形式を評価する力
【他者とのコミュニケーションの側面】
➢言葉を通じて伝え合う力
➢構成・表現形式を評価する力

➢情報を編集・操作する力
➢新しい情報を、既に持って
いる知識や経験・感情に
統合し構造化する力

➢新しい問いを立てるなど、
既に持っている考えの構造
を転換する力


